
令和４年８月 

コウノトリの郷づくり推進会員による学習会 

 

 

 

 

 

 

『活動者』 

主催者：国富の郷づくり協議会 

参加者：児童１３名、園児 1名、保護者８名 

 

『活動内容』 

毎年実施している恒例の企画に、コウノト

リの郷づくり推進会が昨年度から共催してい

る。 

今年は、「コウノトリが暮らす国富の生き物

を調べてみよう！」をテーマに地区内の生き

物調査を実施した。 

 

 

『活動詳細』 

８月１１日（木・祝）、国富地区で、自然環境学習の一環として、学習会と生

き物調査を行った。 

 

当日は、始めに国富公民館にて、コウノト

リの郷づくり推進会が、昨年 57 年ぶりに誕

生し、今年 2年連続巣立ちまで成功した国富

のコウノトリについて説明。 

写真や映像により、コウノトリの特徴や習

性、豊かな自然環境を選んで飛来しているこ

とや餌となる生き物が豊富でないとコウノト

リは繁殖しないことなどの説明があり、子ど

もたちは興味深そうに聞いていた。 

 

学習会のあと、小学校３年生以上は熊野区にあるビオトープ、２年生以下は公

民館近くの水田魚道*や水路で生き物調査を行なった。 

*水田魚道:段差のある水田と水路を人工的につなぎ、魚が出入りできるようにした設備 

 

～みんなで環境を考え、 みんなで行動しよう～ 

【おばま環境保全活動】 



水田魚道の様子 

ビオトープの様子 

ビオトープでは、タモ網とバケツを持って、水辺にいる水カマキリやゲンゴロ

ウ、ドジョウなどを採取し、たくさんの生き物が生息していることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

                   

     

 

 

 

 

 

 

水田魚道や水路では、子どもたちがタモ網を使って、ヤゴ、ツチガエル、タニ

シなどの水生生物やウキゴリ、タモロコなどの魚を捕まえ、たくさんの生き物と

ふれあい、観察することができた。 

子どもたちは、国富地区の生き物に触れ、改めてコウノトリが飛来する地域の

豊かな生き物環境に興味を示していた。 

 

 

 

 

 

 

 


